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平成 31 年 2 月 6 日 

 

広島 大学 理事 （ 教育 ・東 千田 担当 ） 宮 谷 真人 様 

広島 大学 附属 学 校園 長 各位 

                        

  

広島 大学 附属 学 校 園 評価 委員 会 

 

 

 

平成 30 年度 附属 学校 園の 評価 に関 わ る 総 括提 言 

 

 

 

 平 成 19 年 に学 校教 育法 及び 学校 教 育法 施行 規則 の改 正 が行 われ，「 教育 活動 を含 む

学校 運営 の状 況 につ いて 評価 を行 な い， その 結果 に基 づ き学 校運 営の 改善 を 図る ため

の措 置を 講じ る こと によ り ， その 教 育水 準の 向上 に努 め なけ れば なら ない 」 と 記 され

てい る。 

これ を受 け当 委 員会 は，平 成 23 年か ら こ れま で８ 回に わ たり 広島 大学 附属 学 校園 に

学校 訪問 を行 っ てき た。 昨年 度に 引 き続 き， 第 3 期中 期 目標 ・中 期計 画・ 年 度計 画の

進捗 状況 及び そ れに 関し ての 学校 運 営状 況等 の実 地調 査 を行 い，さ らに は ，諸 表簿（出

勤簿 ，出 席簿 ， 指導 要録 ，学 校日 誌 等々 ）の 監査 を実 施 した 。 

中で も， 今年 度 特に 重視 した 観点 は 以下 のと おり であ る 。 

昨年 度の 改善 指 摘事 項に 対す る取 組 み状 況 ，到 達 状況 につ い て の 確認 ，次 に，「 国 立

教員 養成 大学・学 部 ，大学 院，附属 学校 の改 革に 関す る 有識 者会 議報 告書（平 成 29 年

8 月 29 日 ）」を踏 まえ て，①附 属学 校園 と し ての 存在 意義・役 割 ，②学 校経 営の 在 り方 ，

③教 員の 働き 方 改革 への 取組 み の ３ 点に つい て評 価 を し た。 

そし て， 各附 属 学校 園の 実地 調査 の 後 ， 委員 会の 調査 報 告を 提示 し， 約 1 ヶ 月後 に

改善 計画 を提 出 する よう 要請 した 。 

 

 

Ⅰ 附属 学校 園 の改 善状 況（ 総括 ） 

 各 附属 学校 園 とも ，昨 年度 の総 括 提言 や各 学校 園の 調 査報 告書 に基 づき ， 学校 運営

の改 善に 努め ら れて いる 。 校 園長 の 学校 経営 方針 が よ り 明確 に示 され ，全 教 職員 によ

る「 チー ム学 校 」と して の 学 校づ く りが 進め られ ， よ り 良い 学校 運営 ・経 営 がな され
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てい る。 

 特 に， 評価 で きる 点は 次の とお り であ る。  

 

1) 学校 園 長の リ ーダ ーシ ッ プが 発 揮 され ，適 正 に学 校 運 営が 行わ れ てい る 。 マネ ジ

メン トサ イク ル（ P-D-C-A）に 基づ いて 工 夫改 善
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本報 告書 を踏 ま えて ，本 年度 重 点的 に評 価し た，① 附属 学校 とし ての 存在 意 義や

役割 ，② 学 校経 営の 在り 方，③ 教員 の働 き方 改革 等に つ いて 早急 に改 善す べ き点 と

要望 は， 次の と おり であ る。 

 

1) 附 属学 校 園と して の存 在意 義や 役 割に つい て  

    附 属学 校園 は ，研究 開発 の拠 点 たる 学校 であ る こ と から ，あ らゆ る 学校 のモ デ

ル校 とし て先 進 的に 研究 実践 を行 い ，そ の成 果を 分か り やす く分 析し ，その 情報

を発 信す るこ と が求 めら れて いる 。  

 特 に ，グ ロー バル 化社 会に 貢献 す る人 材育 成に 対応 し た ，新し いカ リキ ュ ラム

の開 発（各 学校 園 で 取 り組 んで いる Ｓ ＳＨ ，ＳＧ Ｈ ，ユ ネス コ スク ール ，ＥＳ Ｄ，

ＳＤ Ｇｓ など ） を ， さら に発 展さ せ 充実 する 必要 があ る 。  

 ま た，併 せて 新 学 習指 導要 領に も 盛り 込ま れて いる 新 たな「主体 的・対 話 的 で

深い 学び 」，「 特別 の 教科 道 徳」への 対 応・評価 の仕 方，加 えて ，今 求め られ て

い る 新 し い コ ン ピ テ ン シ ー の 概 念 を 取 り 入 れ た 授 業 開 発 な ど の 取 り 組 み 及 び そ

の成 果を 示す こ とも 必須 であ る。  

 そ して ，これ らの 研究 成果 を ，教 職大 学院 をは じめ 教 育学 部以 外の 学部 や 学外

の教 育機 関な ど，広 範囲 に発 信，共有 し ，積極 的に 連 携を し てそ れぞ れの 専 門性

を活 かし た実 践 を通 して デー タや 実 例を 蓄積 して いた だ きた い。  

さら には ，具体 的に 成 果を 数値 で表 わ すな ど，明確 な エビ デン ス をも って 提示 ，

発信 する こと は ，附 属 学 校 園 と し て の 存 在 意 義 を 強 く 示 す こ と に な る と 考 え る 。 

 

2) 学 校経 営 の在 り方 につ いて  

   年 度 初 め に 各 附 属 学 校 園 長 は ， 学 校 経 営 方 針 を 詳 細 に 策 定 し ， そ れ に 基 づ い て

学校 経営 をさ れ てい るこ と は ，評 価 する 。  

しか しな がら ，学校 組 織を 見る と一 部 の教 職員 のみ の動 き の中 で実 働 し てい る と

こ ろ も 見 受 け ら れ ， 全 教 職 員 が 一 体 的 に ， か つ 協 働 す る 「 チ ー ム 学 校 」 と し て の

学校 組織 体制 を 築く こ と が必 要で あ る。  

その ため には ，主 任 層に ミド ルリ ー ダー とし ての 自覚 と 責任 を担 わせ ，学校 経 営

への 参画 意識 を 醸成 し ， 人材 育成 を 図っ て い くこ とが 大 切で ある 。  

また ，教育 内容 面 に おい て ，教 科連 携 の カリ キュ ラム 開 発や 複数 学年 集団 で の学

習開 発な ど， 学 年の 壁を 越え た取 り 組み も 併 せて 考え ら れる 。  

今後 も ，校 園長 の さ らな るリ ーダ ー シッ プ の もと ，引き 続 き 様々 な学 校経 営 につ

いて の改 善・改 革を 進め ，各 学校 が「ミ ッシ ョン 」と「 ビジ ョン 」を 揚げ る 中で ，

学 校 経 営 ・ 運 営 の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 果 し 保 護 者 ・ 地 域 か ら 信 頼 さ れ る 学 校 づ

くり に努 めて い ただ きた い。  
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3) 教 員の 「 働き 方改 革」 につ いて 

各 附 属 学 校 園 で 教 職 員 の 業 務 内 容 や 学 校 行 事 等 の 精 選 な ど ， 年 々 取 り 組 み が 増

し， 昨年 度よ り もさ らに 努力 して い るこ とは 評価 でき る 。 

   中 で も ， 学 校 経 営 方 針 に 働 き 方 改 革 へ の 取 り 組 み が 明 記 さ れ ， 教 職 員 に 明 確 に

示し てい るこ と は， 教職 員の 意識 改 革に 効果 的で ある と 思わ れる 。  

   全 般 的 に 時 間 外 労 働 時 間 の 削 減 ・ 解 消 に 向 け ， 各 附 属 学 校 園 で は ， 校 内 会 議 の

時 間 設 定 ， 学 校 行 事 の 精 選 ， 部 活 動 時 間 の 短 縮 な ど 校 務 等 の 能 率 化 ・ 効 率 化 を 図

る取 り組 みが な され てい る の が分 か る。  

   働 き 方 改 革 を 進 め る に あ た っ て は ， 学 校 教 育 の 質 を 落 さ ず 児 童 ・ 生 徒 に 対 す る

本 来 持 っ て い る 学 校 教 育 の 機 能 を 保 ち つ つ ， よ り 教 育 環 境 を 確 保 し な が ら 改 革 を

進め てい くよ う に留 意し なけ れば な らな い。  

   今 後 は ， 働 き 方 改 革 に つ い て の 評 価 方 法 を 検 討 す る と と も に ， 管 理 職 と 教 職 員

と の 協 力 関 係 を 軸 に 一 層 取 り 組 み ， 児 童 ・ 生 徒 及 び 保 護 者 と の 共 通 理 解 を 保 ち な

がら ，進 めて い ただ きた い。  

   さ らに ，附属 学校 支援 グル ー プと も連 携し ，他の 附属 学校 園や 公立 学 校園 に「 モ

デル 」と なる よ うな 働き 方改 革を 実 行し てい ただ きた い 。  

 

4) そ の他  

   附 属 学 校 園 の 存 在 意 義 を 明 確 に し ， 附 属 学 校 と し て の 役 割 を 踏 ま え た 機 能 強 化

を 図 る 必 要 が あ る 。 中 で も 西 日 本 の 学 校 教 員 の 研 修 拠 点 と し て の 機 能 を 発 揮 す る

学校 であ って 欲 しい 。  

   そ の た め ， 教 職 員 自 身 の 教 科 ， 学 級 経 営 ， 生 徒 指 導 な ど あ ら ゆ る 教 育 領 域 に お

い て の 幅 広 い 指 導 力 の 育 成 を は じ め ， 教 員 と し て の キ ャ リ ア ス テ ー ジ や 職 能 成 長

を 見 据 え た 研 修 体 制 を 強 化 す る な ど 「 研 修 モ デ ル 校 」 と し て の 機 能 を 望 む も の で

ある 。  

   先 導 的 な 研 究 を 担 う 附 属 学 校 園 と し て ， 大 学 や 教 育 委 員 会 ， 公 立 学 校 園 な ど の

教 育 機 関 と 密 接 に 連 携 を 取 り な が ら ， 研 究 成 果 を 学 内 外 に 発 信 し ， 地 域 と 連 携 し

貢献 して いく こ とを 期待 する 。  

 

 

Ⅲ おわ りに 

今 日 ， 学 校 改 善 に つ な が る 学 校 評 価 や 情 報 公 開 な ど ， 学 校 の 透 明 性 を 高 め 学 校

の 説 明 責 任 を 果 た し て い く と と も に ， 開 か れ た 学 校 づ く り が な に よ り も 重 要 で あ

る。 
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今 後 さ ら に こ の 総 括 提 言 を 受 け ， 各 附 属 学 校 園 は ， 公 立 学 校 園 を は じ め と す る

す べ て の 学 校 や 地 域 に 「 何 を 貢 献 し て い る か 」 を 問 い 続 け ， 保 護 者 及 び 地 域 社 会

に対 し， 信頼 あ る学 校づ くり に努 め てい ただ きた い 。 

ま た ， 改 め て 附 属 学 校 園 と し て の 「 教 育 研 究 」「 教 員 養 成 」「 地 域 貢 献 」 と い う

三 つ の 使 命 を 確 認 し ， 先 頭 に 立 っ て 日 本 を は じ め 世 界 の 教 育 の モ デ ル と な る よ う

先進 的で 優れ た 教育 実践 を 積 極的 に 進め てい ただ きた い 。 

 

 

 

       広 島大 学附属 学校 園 評価 委員 会  

           委員 長  坂越 正 樹（大 学院 教 育学 研究 科教授 ）  

           副委 員長 大井 博 夫（学 校管理 アド バイ ザー ）  

委 員  山 本 聖典 （広島 県教育 委員 会学 校経営 支援課 長）  

同   由井 義 通（ 副 理 事 （ 附 属 学 校 担 当 ） ・ 大 学 院 教 育 学 研 究 科 教 授）  

同   鈴木 由美 子（ 大学院 教育学 研究 科教 授）  

同   間瀬 茂 夫（ 大学院 教育学 研究 科教 授）  

同   曽余 田浩 史（ 大学院 教育学 研究 科教 授）  

同   栗林 元 信（ 附属学 校支援 グル ープ リーダ ー）  


